
地方ブロックにおける社会資本整備重点計画の概要

・安全・安心の確保 ・持続可能な地域社会の形成 ・経済成長の実現

地方ブロックにおける社会資本整備重点計画

完成時期や今後見込まれる事業費を記載するなど、事業の見通しをできるだけ明確化

ストック効果のさらなる拡大のため、インフラの潜在力を引き出すとともに、インフラ
による新たな価値を創造するインフラ経営の取組を記載

国土形成計画
（広域地方計画）

北海道総合開発計画

沖縄振興計画

「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」として実施している取組を明示

①防災・減災が主流
となる社会の実現

②持続可能な
インフラメンテナンス

③持続可能で暮らしやすい
地域社会の実現

④経済の好循環を支える
基盤整備

⑤インフラ分野のデジタル・
トランスフォーメーション
（ＤＸ）

⑥インフラ分野の脱炭素化・
インフラ空間の多面的な
利活用による生活の質の
向上 国土強靱化地域計画

国土強靱化基本計画

「防災・減災、国土強靱化の
ための５か年加速化対策」

○各ブロックにおける重点目標の実現に向けて、代表的な指標及び具体的な事業を含む
主要取組をとりまとめ

地方の特性 実効性を確保

国民が「真の豊かさ」を実感できる社会の構築に向けた３つの中長期的な目的

中長期的な目的の達成に向けた６つの短期的な目標

第５次社会資本整備重点計画 （令和３年５月２８日 閣議決定）

調和

連携

調和 連携

国土形成計画（全国計画）



沖縄総合事務局沖縄ブロックの社会資本整備重点計画の概要

沖縄ブロックにおける社会情勢の変化 沖縄ブロックにおける重点目標

重点目標１：防災・減災が主流となる社会の実現
• 想定外の地震・気象現象が引き起こす災害に対するリスクの低減
• 災害時における交通ネットワークの機能強化
• 災害リスクを低減する防災・危機管理体制の構築

重点目標２：持続可能なインフラメンテナンス
• 計画的なインフラメンテナンスの推進
• 新技術の活用等によるインフラメンテナンスの高度化・効率化
• 集約・再編等によるインフラストックの適正化

重点目標３：持続可能で暮らしやすい地域社会の実現
• 魅力的なコンパクトシティの形成と歴史・文化・風土を活かしたまちづくり
• コンパクト・プラス・ネットワーク促進のための基盤整備
• 安全な移動・生活空間の整備
• バリアフリー・ユニバーサルデザインの推進

重点目標４：経済の好循環を支える基盤整備
• アジアを取り込む国際物流拠点と交通ネットワークの形成
• 安全・安心で快適な観光地の形成と多彩かつ質の高い観光活性化等に向けた
基盤整備

• 官民連携による社会基盤の充実と国際競争力の強化

重点目標５：インフラ分野のデジタル・トランス
フォーメーション（DX）

• 社会資本整備のデジタル化・スマート化による働き方改革・生産性向上
•情報技術の利活用・新技術の社会実装によるインフラの新価値の創造

重点目標６：インフラ分野の脱炭素化・インフラ空間
の多面的な利活用による生活の質の向上

• 人間活動と自然活動が調和するグリーン社会の実現
• 人を中心に据えた多角的・複合的なインフラ空間づくり

自然災害の質の変化
• 気候変動等により激甚化する自然災害、新たな知見による最大

クラスの災害等に対する防災施設や避難施設等の整備

インフラ老朽化の加速
• 高温多湿な気候、台風等による強波浪を考慮した塩害対策や耐

震、耐波浪補強等の維持管理・更新の必要性

地域社会の変化
• 大規模小売店舗等の郊外進出による中心市街地の衰退・空洞化
への対策

国内外の経済状況の変化
• 一人当たりの県民所得全国最下位を踏まえ、経済活動や社会的

活動を担う企業等の成長発展及び多様な人材の育成・確保
• 沖縄は、成長が見込まれるアジアに近く、出生率も高い等、優

位性と潜在力を有しており、日本経済成長の牽引役として我が
国の利益に貢献

• 令和元年には那覇港が寄港回数260回となり、全国1位、石垣
港148回で5位、平良港147回で6位となるなど大型クルーズ船
の寄港が急増し外国人観光客増加を牽引している。（令和2年
は新型コロナウイルスの影響を受け、クルーズ船の寄港回数は
那覇港19回、石垣港3回、平良港3回、中城港湾2回の合計34
回にとどまった。）

デジタル革命の本格化
• 「沖縄型Society5.0」の実現

グリーン社会の実現に向けた動き､ライフ
スタイルや価値観の多様化
• 地域の雇用創出やUJIターンの環境整備

新型コロナウイルス感染症の拡大
• デジタル化・スマート化や柔軟な暮らし方・働き方の推進



沖縄総合事務局重点目標１：防災・減災が主流となる社会の実現

小目標 主要取組例及び中長期の見通し ＫＰＩ

想定外の地震・気象現象が引き起こす
災害に対するリスクの低減

【各主体が連携した取組】
■大規模災害・自然災害に備えた調査・計画の策定等
【河川流域全体のあらゆる関係者が協働し、「流域治水」への転換を推進

（R3年度推進中）】
【ハード・ソフト一体となった取組】
■ハードとソフトが一体となった流域一体の防災対策★
【総合流域防災事業（情報基盤総合整備事業）★ （R3年度推進中）】
【広域河川改修事業★ （R3年度推進中）】

〔KPI-1〕
・二級水系において、流域治水プロジェクトを策
定している水系数

R2年度 0 → R7年度 2
〔KPI-2〕
・二級河川における戦後最大洪水等に対応した河
川の整備率

（二級）R元年度 約62％ → R７年度 約65％

災害時における交通ネットワークの機
能強化

【選択と集中の徹底】
■道路網の整備（災害に強い道路ネットワーク、ハシゴ道路、2環状7放射道路）
一般国道506号小禄道路
【沖縄県那覇市鏡水～豊見城市名嘉地（R3年度工事中）

〔今後５か年程度で全線開通を目指す※〕】
（※関係機関協議等が順調に進んだ場合）

〔KPI-7〕〔全国指標〕
・高規格道路のミッシングリンク改善率（高規格
道路のミッシングリンクとなっている区間のうち、
全線供用または一部供用した区間の割合）

R元年度 0％ → R7年度 約30％

災害リスクを低減する防災・危機管理
体制の構築

【インフラの利活用】
■直轄国道における高架区間等の緊急避難場所としての活用★
【沖縄全域 （R3年度工事中）】

〔KPI-12〕〔全国指標）
・緊急避難場所として直轄国道の高架区間等を活
用するニーズがある箇所の避難施設の整備率

R元年度 約27% → R7年度 100%

激甚化・頻発化する自然災害に対し強靭な対策がなされ、県民が安心して生活を送ることができる社会をつくる。

インフラ経営の取り組み

沖縄西海岸道路豊見城道路では、道路の高架区間を津波等の自然災害発生時にお
ける地域住民の緊急避難場所として有効活用できるよう避難階段の整備を行い、
併せて同市と「津波時における緊急避難場所の使用に関する協定」を締結しまし
た。また、災害時以外にも地域住民による避難訓練等への活用や日常的な利用に
おいても利便性向上が期待されます。

那覇空港自動車道（小禄道路・豊見城東道路）の全線完成により、北部地域まで伸びる沖縄
自動車道（高速道路）と連結され、物流拠点となっている那覇空港や那覇港から県全域への
アクセス性が向上し、災害時にも強い高速道路ネットワークとして機能します。

主要地方道

凡 例

一般国道
高速道路

一般県道

一般国道（県管
理）

豊見城道路の避難階段をつかった日常利用の様子
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小禄道路
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沖縄自動車道 沖縄西海岸道路
豊見城道路

期待されるストック効果



沖縄総合事務局重点目標２：持続可能なインフラメンテナンス

小目標 主要取組例及び中長期の見通し ＫＰＩ

計画的なインフラメンテナンスの推進 【選択と集中の徹底】
■橋梁の老朽化対策
・沖縄332老朽化対策（山下垣花高架橋ランプ）
【沖縄県那覇市垣花地区 （R3年度工事中）】

KPI指標なし

新技術の活用等によるインフラメンテナンス
の高度化・効率化

【ハード・ソフト一体となった取組】
■メンテナスサイクルの取組を通じて得られた施設の現状を確実に
蓄積するとともに一元的な集約化を図るための電子化・データベー
ス化の促進
【下水道：管路施設のマネジメントに向けた基本情報等の電子化

（R3年度推進中）】

〔KPI-16〕
下水道：管路施設のマネジメントに向けた基本情報の電
子化

令和２年度 33％ → 令和７年度 100%

集約・再編等によるインフラストックの適正
化

【選択と集中の徹底】
■船舶の大型化に対応した既存ふ頭の再編
・平良港漲水地区複合一貫輸送ターミナル改良事業
【平良港（沖縄県宮古島市）（R3年度工事中）〔R6年度完成〕】

〔KPI-17〕
施設の集約・再編に向けた取組数
・港湾：既存施設の統廃合、機能の集約化及び転換を検
討した港湾の割合

令和元年度 33% → 令和７年度 100%

予防保全に基づくインフラメンテナンスへの本格転換による維持管理・更新にかかるトータルコストの縮減

期待されるストック効果 インフラ経営の取り組み

・船舶の大型化、既存施設の老朽化、荷捌き施設の狭隘化、大規模地震に対応す
るため、既存ふ頭間を埋立てる再編事業を行うことで、定期RORO船及び定期貨
物船等の荷役の効率化による輸送コストの削減、安定的な輸送、クルーズ船の寄
港による経済効果、大規模地震時の圏域住民の安心・安全が確保されます。

・緊急物資輸送の拠点となる沖縄県宮古島市の平良港耐震強化岸壁と背後の
道路を結ぶ「緊急輸送道路ネットワーク計画」、「宮古島道路啓開計画」を
策定しました。この耐震強化岸壁は、災害発生時には、救助・救急・医療・
消火活動及び避難者への緊急物資の供給等に必要な人員及び物資の輸送を支
える災害対策拠点として位置付けられます。

平良港から宮古島
各地へ緊急物資を
輸送

緊急輸送道路

平良港漲水地区輸送ターミナル改良事業H27年3月

:整備箇所 岸壁の老朽化

岸壁(-9m)

耐震岸壁未整備

R2年1月

:整備箇所

岸壁(-9m)→岸壁(-10m) 

老朽化箇所の埋立

荷捌き施設の拡大

【耐震化】



沖縄総合事務局重点目標３：持続可能で暮らしやすい地域社会の実現

小目標 主要取組例及び中長期の見通し ＫＰＩ

魅力的なコンパクトシティの形成と歴史・
文化・風土を活かしたまちづくりの推進

【選択と集中の徹底】
■沖縄の特性をいかした都市づくり
・国営沖縄記念公園都市公園事業
【那覇市、本部町 （R3年度工事中）】

・都市域における水と緑の公的空間確保量
H29年度 14.9m2/人 → R7年度 16.6m2/人

コンパクト・プラス・ネットワーク促進の
ための基盤整備

【選択と集中の徹底】
■港湾整備事業
・竹富南航路整備事業
【竹富南航路地区 （R3年度工事中）〔R3年度完成〕】

〔KPIー21〕
航路が確保されている有人離島の割合

令和元年度 100% →令和７年度 100%を維持

安全な移動・生活空間の整備 【各主体が連携した取組】
■交通安全対策と、電線共同溝事業の同時整備によるまちづくり支援
・一般国道331号 沖縄331号交通安全対策
【沖縄県南城市佐敷津波古 （R3年度工事中）】

〔KPI-22〕
・通学路における歩道等の整備率

R元年度 53% → R7年度 57%

バリアフリー・ユニバーサルデザインの推
進

【選択と集中の徹底】
■都市公園のバリアフリー・ユニバーサルデザインの推進
・都市公園安全・安心対策事業
【沖縄県豊見城市 （R3年度工事中）〔R5年度完成予定〕】

KPI指標なし

都市の核への集約を図りながら都市・農山漁村地域をネットワークでつなぐ多核連携型の県土づくり

竹富南航路において、航路の拡幅や必要水深が確保されることで、離島に運航する定期
航路の定時性の確保や航行時間の短縮が可能となります。また、港へ接岸する際の潮待
ちが発生せず高速船を快適に運行できることが期待されています。

期待されるストック効果 インフラ経営の取り組み

・施設整備のみならず、市民の主体的な活動や民間活力を活かした効果的な再生・活用
を推進し、市民の憩いの場として賑いのある魅力的な公園づくりを進めます。

おきなわ郷土村「遊び庭」の改良イメージ

竹富南航路の整備なし 竹富南航路の整備あり

海洋博覧会地区



沖縄総合事務局重点目標４：経済の好循環を支える基盤整備

小目標 主要取組例及び中長期の見通し ＫＰＩ

アジアを取り込む国際物流拠点と交流ネット
ワークの形成

【選択と集中の徹底】

■道路網の整備（ハシゴ道路、2環状7放射道路）
一般国道506号小禄道路
【沖縄県那覇市鏡水～豊見城市字名嘉地（R3年度工事中）

［今後５か年程度で全線開通を目指す※］】（※関係機関協議等が順調に進んだ場合）
■空港整備事業
那覇空港国際線ターミナル地域再編事業
【那覇空港（沖縄県那覇市） （R3年度推進中）】

■〔KPI-7〕〔全国指標〕
・高規格道路のミッシングリンク改善率（高規格
道路のミッシングリンクとなっている区間のうち、
全線供用または一部供用した区間の割合）

R元年度 0％ → R7年度 約30％
■KPI指標なし

安全・安心で快適な観光地の形成と多彩かつ
質の高い観光活性化等に向けた基盤整備

【選択と集中の徹底】
■親しまれる港湾空間の形成
・平良港国際クルーズ拠点整備事業
【漲水地区（沖縄県宮古島市） (R3年度工事中)〔R4年度完成〕】

KPI指標なし

官民連携による社会基盤の充実と国際競争力
の強化

【選択と集中の徹底】
■駐留軍用地跡地の迅速かつ効果的な利用
・土地区画整理事業（西普天間土地区画整理事業）
【西普天間地区（宜野湾市） （R3年度工事中） 〔R９年度完成〕】

KPI指標なし

ポストコロナ時代における沖縄県の競争力強化等に資する社会資本の重点整備による経済の好循環の構築

インフラ経営の取り組み

「みなとまち宮古再生プロジェクト検討委員会」を設立し、クルーズ船誘致やクルーズ船寄港に伴う
課題（二次交通対策など）に取組むとともに、みなとを中心としたまちづくりにより、地域の賑わい
の創出を推進しています。

観光客でにぎわうトゥリバービーチ

みなとからほど近い沖縄料理店

期待されるストック効果

那覇空港自動車道（小禄道路・豊見城東道路）の全線完成により、北部地域まで伸びる高速道路と連結され、那覇空
港や那覇港から本島全域でアクセス圏域が拡大、高速道路ネットワークとして機能します。

小禄道路整備前
美ら海水族館

今帰仁
城跡

古宇利
オーシャンタワー

やんばる
亜熱帯の森

万国津梁館

万座毛

ムーンビーチ

座喜味城跡

中城城跡

勝連城跡

アメリカンビレッジ

斎場御嶽

奥武島
沖縄ワールド

平和祈念公園ひめゆりの塔

恩納村

凡
例

10分未満

10分以上20分未満

20分以上30分未満

30分以上60分未満

60分以上100分未満

100分以上

美ら海水族館

今帰仁
城跡

古宇利
オーシャンタワー

やんばる
亜熱帯の森

万国津梁館

万座毛

ムーンビーチ

座喜味城跡

中城城跡

勝連城跡

アメリカンビレッジ

斎場御嶽
奥武島

沖縄ワールド

平和祈念公園ひめゆりの塔

恩納村

小禄道路整備後

凡
例

10分未満

10分以上20分未満

20分以上30分未満

30分以上60分未満

60分以上100分未満

100分以上

那
覇
空
港
自
動
車
道
の
整
備
に
よ
り
広

い
地
域
で
ア
ク
セ
ス
性
が
大
き
く
向
上

那覇港

那覇空港 那覇空港

首里城跡 首里城跡

沖縄自動車道

那覇空港自動車道

沖縄自動車道

那覇空港自動車道

那覇空港を起点とする
移動時間圏域

那覇空港を起点とする
移動時間圏域

那覇港



沖縄総合事務局重点目標５：インフラ分野のデジタル・トランスフォーメーション（DX）

小目標 主要取組例及び中長期の見通し ＫＰＩ

社会資本整備のデジタル化・スマート化によ
る働き方改革・生産性向上

【ハード・ソフト一体となった取組】
■情報基盤整備の推進
【総合流域防災事業（情報基盤整備総合事業）★

（R3年度推進中）】

〔KPI-29〕
・水防法に基づき、最大クラスの洪水が発生
した場合に浸水が想定される範囲等の情報を
把握し周知している、二級河川数

R2年度 6河川 →R7年度 60河川

情報技術の利活用・新技術の社会実装による
インフラの新価値の創造

【各主体が連携した取組】
■建設業などの許可申請手続き等のデジタル化の推進

〔KPI-25〕
・建設業許可関係手続のオンラインによる申
請の割合

R元年度 0% → R8年度 20%

「新たな日常」を見据えた社会資本整備分野のデジタル化・スマート化

期待されるストック効果 インフラ経営の取り組み

・デジタルの活用により、
電子システムでの申請な
ど建設関連業者のニーズ
にあったサービスを提供
することで、書類の簡素
化が図られるなど行政
サービスの質の向上が行
えます。

・有人離島を多く抱える沖縄県において、他省庁のシステムとバッ
クヤード連携（情報連携）した電子申請システムによるオンライン
手続きを行うことで、場所を問わない迅速な手続きが可能となりま
す。

電子申請システムの基本構想（案）

建設業許可等のデジタル化イメージ



沖縄総合事務局重点目標６：インフラ分野の脱炭素化・インフラ空間の多面的な利活用による生活の質の向上

小目標 主要取組例及び中長期の見通し ＫＰＩ

人間活動と自然環境が調和するグリーン社会
の実現

【選択と集中の徹底】
■下水道整備事業
・流域下水事業（下水汚泥エネルギー化・再利用、広域化・共同化）
【中部流域下水道、他２流域下水道 （R3年度推進中）】

〔KPI-28〕
汚水処理人口普及率
R元年度 86％ →R8年度 96%

人を中心に据えた多面的・複合的なインフラ
空間づくり

【各主体が連携した取組】
■国立沖縄記念公園の管理運営
【国営沖縄記念公園都市公園事業（那覇市、本部町）

（R3年度工事中）】

KPI指標なし

グリーン社会の実現及び、インフラストックの最大化を目指す。

期待されるストック効果 インフラ経営の取り組み

・県内最大規模の集客を
誇る観光・レクリエー
ション施設である本部町
の国営沖縄記念公園海洋
博覧会地区及び首里城地
区は、四季を通じた様々
なイベント等の開催によ
る沖縄観光振興により、
地域のにぎわいを創出し
ています。

・国営沖縄記念公園(海洋博覧会地区・首里城地区)は開園以降、継続的
な整備を進めることで、年間662 万人 （R元年度）が訪れるなど沖縄
県最大の観光拠点となっています。

春 ２月～４月

沖縄国際洋蘭博覧会（海洋博地区）

来園者数約13万人

夏 ５月～９月

サマーフェスティバル（海洋博地区）

来園者数約４万人

ウミガメ放流会（海洋博地区）

冬 １２月～１月

全国トリムマラソン（海洋博地区）

美ら海水族館

海洋文化館

秋 10月～11月

首里城祭（首里城地区）


